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１．概要（Summary） 

手術中の出血のコントロールに電気放電で生成する低

温プラズマを照射して作用させることで、止血と術後の炎

症の低減がなされることが報告されている。このようなプラ

ズマ止血の優れた効果について、どのような機構がプラズ

マ独自の働きによって生じているのかについて、最近詳

細が解明されつつある。その中で、プラズマと生体の相互

作用によって生体に発生するフリーラジカルについても着

目し、何か影響していないかどうか議論され始めてきた。

そこで、プラズマの照射によって生体物質内に発生する

フリーラジカルについて調べるため、プラズマ照射生体試

料の電子スピン共鳴（ESR）装置による測定によって、生

体試料中のフリーラジカルの発生について調べることを進

めている。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 In-situ電子スピン共鳴（ESR) 

 

・実験方法 

本研究では、各種非平衡大気圧プラズマ（Fig. 1）を作用

させた生体試料（Fig. 2）を準備して、ESR測定した。 

Fig. 1 A schematic diagram of plasma density for 

various plasma sources.  

 

Fig. 2 A photograph of sample 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

プラズマ照射中の生体表面では、生体物質の凝集や

凝固が観察される。この現象の背景にラジカル重合メカニ

ズムが働いているかどうかについて調べてきた。プラズマ

を照射した試料を電子スピン共鳴(ESR)装置による測定

によって、生体試料中フリーラジカルの発生を観察するこ

とができた。今後、観察されたフリーラジカル発生と生体物

質側で生じる現象との関係について、詳細を解析してい

く。 
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